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要　旨
　当院では 2020 年９月に COVID-19 患者（以下コロナ患者）の入院受け入れを開始した．
患者の看護を行う中で「看取り」，「面会」，「意思決定支援」について考える機会があった．
今回，看取り後のデスカンファレンスが看護師の精神的なケアに有用であったので報告す
る．
　コロナ患者の臨終に際して，瞬時に PPE を着用することは困難であり，最期に立ち会う
事ができなかった症例を経験した．患者を独りで逝かせてしまったことへの看護師の後悔や
無力感があった．通常の環境下では，家族が臨終に間に合わない状況でも看護師が傍で寄り
添うことができるが，隔離された環境の中で「患者を独りにしてしまった」「寂しい思いを
させてしまった」という思いが残った．デスカンファレンスを通じてスタッフ間で思いを共
有することができ，気持ちの整理がついた．特殊な環境下にある看護師の精神的なケアは重
要であり，デスカンファレンスが有効であることを再認識した．
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はじめに

　当院では 2020 年９月より COVID-19 患者（コ
ロナ患者）の入院受け入れを開始し，2021 年９
月末までの１年間で，延べ 500 名程度のコロナ患
者を受け入れてきた．小児から高齢者まで様々
な年代のコロナ患者の看護を行うなかで，「看取
り」，「面会」１），「意思決定支援」２）について考え
る機会が多くあった．今回，改めて「看取り」に
ついての看護実践を振り返り，コロナ患者への看
護について考察する．

症　　例

看取りまでの経過
　初めて看取った患者 A 氏は 90 代と高齢で看護
度の高い患者であった．入院時よりリザーバーマ
スク６L/ 分で酸素投与されていた．呼吸状態は
悪かったが，ご家族と話し合いの結果気管内挿
管・人工呼吸療法は行わない方針となっていた．
入院時にはかろうじて会話は可能であったが，そ

の後呼吸状態は徐々に悪化していき，呼吸困難感
を軽減するために鎮静が開始された．鎮静開始後
も患者は呼吸困難感が強く，身の置き所のないよ
うな様子が続いた．当病棟で看護師はレッドゾー
ン入室時間を１回あたり２時間ときめており，そ
の大半の時間をこの患者のそばで見守った．し
かし，最期の瞬間には立ち会えなかった．駆け
付けるには，自分自身を守るため，厳重な PPE

（Personal Protective Equipment）を装着する必
要があり，瞬時に入室することが困難だったから
である（図１）．このため，ベッドサイドで家族
や看護師に見守られることなく，患者独りで最期
を迎えさせてしまったことに強い後悔と無力感を
感じた．

看取り後の経過
　看護師は，初めてコロナ患者の看取りという症
例を経験した．通常の環境では，家族が間に合わ
ない状況であっても，看護師が傍にいることがで
きる．しかし，コロナ感染によって患者が隔離さ
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れた環境では，それが叶わなかった．「患者を独
りにしてしまった」「寂しい思いをさせてしまっ
た」という後悔が残った．
　そこで，亡くなった患者のケアを振り返り，今
後のケアの質を高めることを目的として，デスカ
ンファレンスを行った（図２・図３）．特殊な環
境でも，一般病棟と変わらない看護を提供したい
という思いをカンファレンスに参加した看護師全
員が持っていたことを知り，自分だけでなく，共
に働く看護師も同じような葛藤を抱いていたこと
が分かった．お互いの意見を聞くことで，同じよ
うな悩みや考えをもって看護を行っていたことを
知り，自分たちが行ってきた看護を意味のあるも
のとして認め合うことができる良い機会となっ
た．

考　　察

　2019 年 12 月に中国で発生したコロナウイル
ス３）による感染症は世界中にひろがり，我が国
においては 2020 年１月に第１例目が確認され４），
その後猛威を振るっている．その流行に伴い，当
院では 2020 年９月にコロナ患者の受け入れを開
始した．
　当院は香川県の県庁所在地である高松市の中心
部に位置する 564 床の総合病院である．高度急性
期医療，専門的医療，先進医療並びに災害医療を
担う地域の中核となる病院であり５）．2020 年春に
ヘリポートが屋上に完備した本館北タワーがオー
プンし，その新しい救急病棟で勤務すべく我々看
護師は招集されていた．今回の突然のコロナ禍で
新病棟での勤務は延期となり，取り壊す予定の旧
病棟でコロナ患者を受け入れることになり，急遽
コロナ病棟勤務を命ぜられた．全く新しいウイル
ス感染症に対して当時はウイルスや疾病の情報量
も少なく，ワクチンもなく，確立された治療法も
ない状況であった．コロナ患者に罪はないのに心
無い誹謗中傷があり，コロナ患者の傷ついた心
に寄り添い，メンタルケアをする必要もあった．
我々コロナ病棟で勤務するスタッフに対する偏見

図２　当病棟でのデスカンファレンスの様子（１）

図３　当病棟でのデスカンファレンスの様子（２）

図１　当病棟でのPPE装着時の様子

43



新型コロナウイルス関連

があったのも事実である．このような状況下でコ
ロナ病棟が稼働した．感染防御に関するシステム
を自分たちの手で作成し，日々新しい知識を学
習，習得し，マニュアルを作り，日々の業務に忙
殺していた．それでも一般病棟と変わらない看護
をできるだけ提供したいと悪戦苦闘するも，コロ
ナ患者の看護の現場においてはあまりに非力であ
り，無力感を感じることが多かった．その無力感
を口にすることは憚られ，同僚とは患者情報を交
換するだけで，互いの感情については相談する余
裕も無かった．
　今回，重症コロナ患者が入院し，臨終に立ち会
えないジレンマを経験した．瞬時に PPE を着用
することは困難であり，最期に立ち会う事ができ
ず，後悔や無力感に苛まれた．通常とは違った特
殊な環境下では成す術もなかった．宮下６）は「自
分の感情を大切にしながら仕事を続けていくため
には，気持ちの対処の仕方を学んだり，医療従事
者同士が支え合う機能を持つことが大切である．」
と述べている．心を痛めているスタッフにとって
大切なのは，自己のケアに対する他者からの承認
である．そこで亡くなった患者のケアを振り返
り，今後のケアの質を高めることを目的として，
デスカンファレンスを行った．デスカンファレン
スは，その場で辛さの表出ができた看護師は自ら
の看護の再構築を行う成長の場と成りうることが
報告されている７）．
　今回のデスカンファレンスを通して，特殊な環
境の中でも一般病棟と変わらない看護を提供した
いという思いを参加した看護師全員が持っていた
ことを知り，自分だけでなく，共に働く看護師も
同じような葛藤を抱いていたことが分かった．ま
た「自分達の看護を振り返って話し合う機会が持
てたのが良かった．」「他の人の考えや意見を聞く
ことができて，そんな考え方もできるのかと違う
角度からの視点に気づくことができた．」という
言葉も聞かれた．お互いの意見を聞くことで同じ
悩みや考えをもって看護を行っていたことを知
り，自分達が行ってきた看護を意味のあるものと
して認め合うことができる良い機会となった．
　デスカンファレンスは今後のケアの向上のみで
なく，情報共有することで不安の解消になり，自
信にもつながる．最も大きなメリットは連帯感・
一体感でもある．看護師の心のケアにおいてデス
カンファレンスは有効であると再認識した．今後
も継続して行っていきたい．

おわりに

　コロナ患者の臨終に際して，最期に立ち会う事
ができず，無力感を感じた症例を経験した．デス
カンファレンスを通じて看護師間で思いを共有す
ることができ，気持ちの整理ができた．特殊な環
境下にある看護師の精神的なケアは重要であり，
デスカンファレンスが有効であることを再認識し
た．
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